
■ 事務所 ■ 飲食店 ■ 病院 
■ 学校 ■ 集会所 ■ ホテル 

３７．雨水利用システム 
～ 生活に雨水を活用する 

■ 物販店 ■ 工場 □ 集合住宅 

 
 
 
雨水を集水・貯留し、必要に応じて処理後、雑用水として給水・利用する。利用用途は、便所洗浄水、散水などである。雨

水利用システムは、集水設備、貯留設備、処理設備、給水設備から成っている。（下図参照） 
○集水設備 
後段の雨水処理設備をなるべく簡略にしてイニシャ

ルコストとランニングコストを抑えるために、比較的良い

水質で集水できる屋根や屋上面からの集水を優先す

る。 
○貯留設備 
雨水貯留槽の設置場所を地上あるいは地下の浅い

位置にすると、オーバーフロー水を自然排水で公共下

水道へ流せる。大型建物では地中梁空間を利用して雨

水貯留槽を構築するのが一般的である。 
○処理設備 
処理方法は、集水される雨水の水質と利用用途から

決める。混入物の除去と消毒の２つの段階がある。 
○給水設備 

雨水処理水は上水とは別系統配管で給水する。システム的には受水槽後の上水給水と同様の給水設備となる。 

○標準処理フロー 

貯留設備に入る前処理を含んだ、処理設備に関する標準処理フローを下図に示す。 

 
（1） 標準処理フローNo.1 

 

 

（2） 標準処理フローNo.2 

 

 

（3） 標準処理フローNo.3 

 

 

（4） 標準処理フローNo.4 

 

 

 
 
 
 
 
■機能性向上効果 

断水時や給水制限時に水を確保できる。 
■経済性向上効果 

上水道料金を低減できる。（右表参照） 
■環境性向上効果 
地域の公共上水道・雨水排水インフラへの負荷を

軽減できる。 

 

雨水利用システムの標準処理フロー２） 

雨水利用の基本システム図３） 

概要 

効果 

1 ヵ月の使用水量 101～200 ～1,000 1,001～ 

  [m3/月] 

上水道料金単価   293   342   368 

  [円/m3] 

（参考）大阪市の上水道料金単価（税抜）５） 

スクリーン 沈砂槽 雨水貯留槽沈殿槽 雨水処理水槽消毒装置 

スクリーン 沈砂槽 雨水貯留槽 雨水処理水槽消毒装置 

スクリーン 沈砂槽 雨水貯留槽ﾏｲｸﾛｽﾄﾚｰﾅｰ 雨水処理水槽消毒装置 

スクリーン 沈砂槽 雨水貯留槽 ろ過装置 沈殿槽又は
ﾏｲｸﾛｽﾄﾚｰﾅｰ

雨水処理水槽消毒装置 



□ 生物環境 □ 建物の熱負荷 □ 効率的運用 □ 大気汚染 
□ まちなみ環境 □ 自然エネルギー ■ 水資源保護 □ ヒートアイランド化CASBEE 対応項目 

□ 地域性アメニティ □ 設備システム効率化 □ 低環境負荷材料 ■ 地域インフラ負荷

 
 
 
■設計上の留意点 
・ 豪雨時対策を十分考慮する。雨水貯留槽満水時に雨水貯留槽への経路をナイフゲートバルブで自動的に遮断して、雨水
を公共下水道へ放流する等の方法がある。雨水貯留槽に流入させた後、オーバーフローにより余剰雨水を逃がす場合は、

オーバーフロー管径を十分大きくする。 
・ 雨水を便所洗浄水等に利用し下水道へ排水する場合、その排水量分が下水道料金に加算されることがあるため、公共下
水道管理者と計量方法等について協議が必要。 
・ 屋根面からの集水は一般に汚染度が低く、初期降雨を取り入れても水質は比較的良好であるが、集水面の汚染の可能
性が高い場合には、初期降雨を排除するための装置を検討する。降雨計または貯留桝水位にて電磁弁を切り替える方法

がある３）。 
○雑用水の用途と水質（建築物衛生法） 

・ 雑用水の用途 ： 散水、修景、清掃、水洗便所洗浄（手洗い付き洗浄用タンクには使用しない）等に雑用水を用いる。冷却

塔に供給するには、水道水質基準を満たす必要がある。 

・ 給水栓における水に含まれる遊離残留塩素の含有率を 0.1ppm（結合残留塩素の場合は、0.4ppm）以上に保持するように

すること。 

○雨水貯留槽容量 

・ 雨水貯留槽の容量は、一般的には雨水使用想定量[m3/日]の 10～20 日分、または集水面積[m2]の 1/10～1/20 となる値

の容量[m3]とすることが多い３）。より正確には、日ごとのデータを用いたシミュレーションにて決定する。 

■施工上の留意点 
・ 水道から上水を補給する装置では、上水側に雨水が逆流しないように、吐水口空間を確保するなどの対策を行う。 
・ 上水とのクロスコネクション（誤接合）防止の観点から、雨水処理水の給水配管には上水配管と外観上、区別できる配管
材料を用いることが望ましい。 

■コスト 
・ 雨水利用しない場合に比べて、上水と雨水処理水を別系統で給水するために配管工事費増となる。 
・ 雨水利用のコストは、屋根面の大きさや建物・敷地の形状などで異なり、一般的には水道料金に比べて割高となるが、地
域的な立場から省資源・洪水対策を考えればその役割は大きいといえる４）。 

■メンテナンス 
・ 誤飲防止のため、水栓に非飲用である

ことを表示する等の方法で管理する。 
・ 建築物衛生法に基づき、定期的に水質

検査を行う。 
 
 
 

■国技館（1984 年、東京都墨田区） 

・ 延面積 ：35,342m2 

・ 階数 ： 地下 2階、地上 3階 

・ 集水面積 ： 8,360m2 

・ 雨水貯留槽 ： 1,000m3 
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国技館の雨水利用システム３） 

設計時のガイダンス 
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